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 ［田原町］
　６月初旬、衣笠自然歩道を歩こうと稲
荷山に入ると、なんとも清らかなササユ
リがお出迎えをしてくれました。
　野草や緑花木の宝庫「衣笠自然歩
道」。自然に優れたこの歩道は、三河湾
国定公園にも指定されています。目的や
体力に合わせて選ぶことのできるさまざ
まなコースには、ついつい足を止めたくなるような植物や生物たちが
いっぱい。『自然を満喫したい！』という方は、迷わず衣笠自然歩道
へお出かけください。コースの詳細については、商工観光課などにあ
る「たはらアルプストレッキングガイド」か、田原市観光協会ホームペ
ージ（http://www.taharakankou.gr.jp/）をご覧ください。

　今年も藤七原のゲンジボタルたち
は、そのやわらかな黄色い光で、私た
ちを“ほっ”と和ませてくれました。
　藤七原地区を流れる清谷川と庄
司川。水質悪化が進んだ一時期、
“ホタルの和み”は徐々に失われて
いきました。しかし、復活に向けた地元の方などの尽力により、
再び川面に無数の“キラリ”が舞うようになりました。
　鑑賞できる時期は５月下旬から６月上旬にかけての約２週
間。お出かけの際にはよみがえった“キラリ１００選”を再び失
うことのないよう、鑑賞マナーをきちんと守りましょう。

衣笠山 ▲

● 長興寺

藤七原湿地 ●

滝頭公園 ●

大久保南

大久保

田原市役所 ●

●
白谷海浜公園

清谷

大久保西

浜田橋西

藤七
しち

原
ばら

のゲンジボタル
［田原町］

衣笠山 ▲

● 長興寺

藤七原湿地 ●

滝頭公園 ●

大久保南

大久保

田原市役所 ●

●
白谷海浜公園

清谷

大久保西

浜田橋西

田
原
の
代
名
詞
と

も
い
え
る〝
風
〞。

田
原
凧
ま
つ
り

の「
初
凧
揚
げ
」で

は
、こ
の
風
を
つ

か
ま
え
て
武
者
絵
・
歌
舞
伎
絵
な
ど

が
描
か
れ
た
華
や
か
な
凧
を
大
空
に

揚
げ
、家
族
そ
ろ
っ
て
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
お
祝
い
を
し
ま
す
。凧
が
空

を
舞
う
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
育
ち
、大
き
く
羽
ば
た
い
て
く

れ
る
と
良
い
で
す
ね
▼
つ
い
に
、田

原
市
役
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
！
私
た
ち
も
気
持
ち
を
新
た
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。合
併

や
新
市
長
誕
生
な
ど
、新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
か
っ
て
新
し
い
風
が
吹

く
田
原
市
。今
後
は
、こ
の
風
を
さ
ら

に
大
き
く
、広
く
吹
か
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
必
要
で

す
。そ
の
心
を
眠
ら
せ
ず
に
、み
ん
な

で
田
原
の
風
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し

ょ
う（
Ｍ
Ｒ
）


